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研究成果の概要（和文）：本研究は、戦後日本においていかなる歴史過程の中で、精神科病床入院の大規模化・
長期在院化が進んだかを検証することを目的とした。
その結果、家族の入院承認（精神衛生法下の同意入院）を経た、公的扶助（生活保護法の医療扶助）セクターか
らの入院が戦後精神病床ストックの形成にとって最も重大なインパクトを持っていたことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：It is well known that the average length of stay in psychiatric care beds in
 Japan is the longest among the OECD countries. This research examined the historical process of the
 construction of the Japanese psychiatric beds supply. 
As a result, it is revealed that the consent admission by the family which financially covered by 
the public assistance had the most important impact for the construction of the Japanese psychiatric
 beds.

研究分野： 医療社会学、社会政策、精神医療史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の精神病床数は、実数においても人口比率においても世界的に最多となっている。また、在院期間も世界最
長である。こうした日本の精神医療の在り方は、世界の標準的な形式から逸脱しており、日本政府も地域精神医
療への改革を目指してきたが、全体的に成功したとは言い難い。
しかし、そもそも何故日本にはこのような大規模な精神病床が存在するのか。本研究により、戦後日本の精神病
床が実は財政的には生活保護での病床供給が最多であり、在院期間も社会保険より長期化することが明らかにな
った。すなわち、患者世帯の貧困問題が、病床削減を阻み、長期在院を解消できない根本にあることが分かって
きたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 OECD（経済協力開発機構）が提供するデータによると、2011 年における日本の精神
病床数は人口 10 万人当たり 269 床で、OECD 諸国の平均 68 床に比して突出して多
く、実数（34 万 5000 床）と共に世界最多となっている。同じように、現在、精神病床
への在院期間についても日本が他国を大きく引き離して最長となっている。 
 こうした状況に対し、日本政府も精神病床数削減を同政策領域での最優先課題の 1 つと
してきたが、政策全体としてはここ 20 年ほどの改革は成功したとは言い難い。しかしな
がら、そもそもいかなる経緯の中で日本には巨大な精神病床ストックが構築されてきたの
か。この問いは、先行研究では解明されたとは言い難く、政策立案過程でも歴史的省察が
議論の土台になることはないといってよい。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、20 世紀初頭から後半期にかけて、日本の精神病床数が、いかにして現在の
ような 30 万規模の精神病床・精神科入院を形成するに至ったのかという論点に関し、新
しい史的パースペクティブを提示することを目的とした。また、研究上関連する貴重な一
次資料のアーカイブズ整備も目的とした。 
 
３．研究の方法 
 近代日本における精神医療史を、研究代表者が提起する「精神病床入院の 3 類型」とい
う理論的解釈枠組みから再構成する。この 3 類型とは、精神病床入院が歴史的に包含して
きた社会防衛、治療、社会福祉という機能を、それぞれ精神医療に関する特別法、各種社
会保険（私費含む）、公的扶助（生活保護法）という医療費支払区分に操作的に対応させ
た分析枠組みである。 

その上で、「精神病床入院の 3 類型」に従って近代日本における精神医療供給の展開の
意味を考察し、時代ごとに精神病床・精神科入院がどの機能によって主に牽引されてきた
かを考察する。このように、戦後の精神病床入院を財政的観点から区分し、その実態を行
政文書・疫学個票・精神科診療録といった貴重な一次資料から明らかにする。 

以上を通じ、日本の精神病床入院が何故にかくも大規模化したのか、という問いを考え
る上での基礎研究となることを目標とする。 

一次資料のアーカイブズ整備については、未整理状態であった資料に ID を付し、デー
タベースを作成して研究利用に際して便宜性を高めるとともに、中性紙・中性紙ボックス
に封入することで長期保存が可能になるようにした。 
 
４．研究成果 
 「精神病床入院の 3 類型」に従って近代日本における精神医療供給の展開を整理した結
果、精神病床入院の機能という観点からみて以下のことが分かった。 

20 世紀前半期の日本の精神病床入院は、社会防衛型の入院機能を中核に成立してお
り、それに続いて治療型、残りの部分を社会福祉型が埋めていた。ただし、この時代の精
神病床数は最多でも 2 万 4 千床程度で量的には非常に抑制されていた。 

1950 年代から 1980 年前後の時期は、戦後日本の高水準の精神病床ストック形成期で
あり、今日にまで続く 30 万床の成立過程を分析する上で枢要な意味をもっている。この
1950 年代半ばから 1980 年頃に形成された、日本の精神病床・精神科入院の特徴である



大規模な病床数と長期在院傾向は、家族による入院同意を経由した社会福祉型の入院によ
って最も牽引されて構築されてきたことが明らかとなった。 

また、国立精神・神経医療研究センター（NCNP）が所蔵する歴史的な診療録や 1950
年・60 年代の疫学資料に関してデジタル化措置や資料整理が行われ、長期保存の外形的措
置が不十分さは残るとはいえ施された。研究調査過程で資料の新たな確認がなされた九州
大学精神科神経科の歴史的な診療録についても、部分的にアーカイブズ整備が行われ、今
後の展開につながっていくことが想定された。 
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